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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月28日(2016.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペプチドが、下表１～３の以下の配列：
【表１】
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【表２】

【表３】

のいずれかを有する、前記ペプチド。
【請求項２】
　Ｎｏｘ１活性および／または増大した活性酸素種（ＲＯＳ）産生のいずれかに関連する
病理的状態または疾患を予防する、および／または、処置する方法において用いるための
医薬組成物であって、前記組成物が、下表１～３の以下の配列：
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【表４】

【表５】
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【表６】

のいずれかを有するペプチドを含む、前記組成物。
【請求項３】
　さらに、１種または２種以上の薬学的に許容し得る担体（単数または複数）を含む、請
求項２に記載の使用のための組成物。
【請求項４】
　ペプチドが、細胞透過性ペプチドまたは細胞における前記ペプチドの蓄積を増大させる
剤と、共有結合または非共有結合を介して抱合されており、ここで任意に、前記細胞透過
性ペプチドが、前記ペプチドの配列の一部を形成する、請求項２または３に記載の使用の
ための組成物。
【請求項５】
　細胞透過性ペプチドが、配列ＲＲＲＲＲＲＲＲＲを有するポリアルギニンタグ（配列番
号４６）、アミノペプチダーゼ（ＣＤ１３）Ｎリガンドに由来するＮＧＲペプチド（ＣＮ
ＧＲＣＧ：配列番号４７）、アンテナペディアリーダーペプチド（ＣＴ）（ＫＫＷＫＭＲ
ＲＮＱＦＷＶＫＶＱＲＧ：配列番号４８）、Ｂｃｌ－２結合ペプチド（デカノイル－ＫＮ
ＬＷＡＡＱＲＹＧＲＥＬＲＲＭＳＤＥＦＥＧＳＦＫＧＬ：配列番号４９）、ｔａｔ配列（
ＲＫＫＲＲＱＲＲＲ：配列番号５０）、ブフォリン（ＴＲＳＳＲＡＧＬＱＦＰＶＧＲＶＨ
ＲＬＬＲＫ：配列番号５１）、ヒトＴ細胞リンパ球向性ウイルス（ＨＴＬＶ）－ＩＩ　Ｒ
ｅｘのペプチド性フラグメント（ＴＲＲＱＲＴＲＲＡＲＲＮＲ：配列番号５２）、脂質膜
転位ペプチド（ＫＫＡＡＡＶＬＬＰＶＬＬＡＡＰ：配列番号５３）、ＮＲＰ－１標的ペプ
チド、Streptomyces hygroscopicus（ＲＰＡＲＰＡＲ：配列番号５４）、および、ペネト
ラチン（ＲＱＩＫＩＷＦＱＮＲＲＭＫＷＫＫＧＧ：配列番号５５）の中から選ばれる、請
求項４に記載の使用のための組成物。
【請求項６】
　配列ｔａｔ－ＰＰＴＶＰＴＲ（配列番号３９）または配列（Ｒ）９－ＰＰＴＶＰＴＲ（
配列番号４０）を有する、請求項２～５のいずれか一項に記載の使用のための組成物。
【請求項７】
　ＮＡＤＰＨオキシダーゼ１（Ｎｏｘ１）活性を少なくとも２０％、または少なくとも３
０％、または少なくとも３５％、４０％、４５％、５０％、５４％、５５％、５６％、５
７％、５８％、５９％または６０％低下させる、および／またはＮＡＤＰＨオキシダーゼ
１（Ｎｏｘ１）活性を選択的に低減させるおよび／または阻害する、請求項２～６のいず
れか一項に記載の使用のための組成物。
【請求項８】
　心血管疾患、呼吸器障害、糖尿病などの代謝障害に関する疾患、糖尿病、糖尿病性腎症
、アテローム性動脈硬化、喘息、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、肺感染性疾患、肺線維
症、がん、ＵＶ放射に関連した病気、神経変性障害、アルツハイマー病、眼および／また
は水晶体に影響を及ぼす疾患、色素性乾皮症、血管新生に依存的な障害、皮膚障害、アレ
ルギー性および自己免疫障害、血液学的障害、筋障害、骨粗しょう症、骨関節の障害の処
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置および／または予防の方法における使用のための、請求項２～７のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項９】
　がんが、皮膚がん、前がん皮膚病変、扁平上皮癌、大腸がん、大腸腺癌、前立腺がん、
白血病、神経芽細胞腫、神経節腫、良性のまたは悪性の乳頭腫である、請求項２～７のい
ずれか一項に記載の使用のための組成物。
【請求項１０】
　皮膚障害、ＵＶ曝露（ＵＶ　ＡまたはＵＶ　Ｂ）に続く皮膚の腫瘍発生、またはＲＯＳ
の増大を引き起こすかまたは炎症を引き起こす物品などのあらゆる物品による皮膚損傷を
処置するおよび／または予防する方法における使用のための、請求項２～７のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１１】
　対象が、ＵＶＡおよびＵＶＢの長期曝露により皮膚がんのリスクが高まっている、請求
項９または１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　早期老化による皮膚状態を予防する方法における使用のための組成物であって、前記方
法が、前記組成物を皮膚へ投与することまたは適用することを含む、請求項１０に記載の
組成物。
【請求項１３】
　組成物が、局所的、経口的または非経口的に、対象へ投与される、請求項８～１２のい
ずれか一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項１４】
　（ｉ）ＵＶ放射、ＵＶ損傷、ＵＶ老化に対して、または、ＲＯＳの増加または炎症の増
加等を通してストレス、炎症、皮膚損傷を誘導するあらゆる剤に対して、皮膚、粘膜、頭
皮および／または毛髪を、ケアする、修復する、および防護するか、あるいは、ＵＶＡお
よびＵＶＢの両放射線への光防護を強化するための、または、
（ｉｉ）老化、光老化、早期老化、ＲＯＳに誘導される皮膚損傷、および、早期老化によ
る皮膚状態の兆候を、低下する、延期する、および／または予防するための
製造における、請求項１に記載のペプチド、または、請求項２～７のいずれか一項に記載
の組成物の使用。
【請求項１５】
　ペプチドまたは組成物が、局所的、経口的または非経口的に、対象へ投与される、請求
項１４に記載のペプチドまたは組成物の使用。
【請求項１６】
　抗老化剤としての、または、光防護剤としての、請求項１４または１５に記載のペプチ
ドまたは組成物の使用。
【請求項１７】
　必要とする対象において、活性酸素種（ＲＯＳ）のレベルを低減する、および／または
活性酸素種（ＲＯＳ）の産生を阻害する方法、および／またはＮＡＤＰＨオキシダーゼ１
（Ｎｏｘ１）活性を選択的に低下する、および／または阻害する方法における使用のため
の医薬組成物であって、前記組成物が、請求項１に記載のペプチドを含み、前記方法が、
前記組成物を投与することを含む、前記組成物。
【請求項１８】
　ＮＡＤＰＨオキシダーゼ１（Ｎｏｘ１）活性が、選択的に、少なくとも２０％または少
なくとも３０％、または少なくとも３５％、４０％、４５％、５０％、５４％、５５％、
５６％、５７％、５８％、５９％または６０％低下する、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　ＵＶ放射に対する防護を提供するための、またはＵＶＡおよびＵＶＢの両放射線への光
防護を強化するための方法における使用のための医薬組成物であって、前記組成物が、請
求項１に記載のペプチドを含み、前記方法が、前記組成物の有効量を、対象の皮膚へ投与
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すること、または適用することを含む、前記組成物。
【請求項２０】
　対象の皮膚、粘膜、頭皮および／または毛髪を修復するおよび／またはケアする方法に
おける使用のための医薬組成物であって、前記組成物が、請求項１に記載のペプチドを含
み、前記方法が、前記組成物を、前記対象の皮膚、粘膜、頭皮および／または毛髪へ投与
すること、または適用することを含む、前記組成物。
【請求項２１】
　老化、光老化の兆候を低下する、延期する、および／または予防する方法における使用
のための医薬組成物であって、前記組成物が、請求項１に記載のペプチドを含み、前記方
法が、前記組成物を皮膚へ投与すること、または適用することを含む、前記組成物。
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